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2  本事例は、 ファナック株式会社の製品カタログ、 および財団法人製造科学技術センター 岡宗秀一氏へ行なったインタ
ビューをもとにして作成した。 
 
3   ２００５年９月１５日に財団法人製造科学技術センター 岡宗秀一氏に対して行なったインタビュー 
 






より IBM のパソコン事業そのものは次第に利益を上げることが難しくなっていった。 
3図表１．ＭＰＵ導入後のアーキテクチャ変化の概観図 
























    ファナック製ソフトウエア 



































第２の方法は、 インテルＭＰＵ、 Windows XP や半導体メモリなどの市販モジュールを市場から調達して、
組み合わせてパソコン機能を作り出し、それを表示ユニットに利用する方法である。このようにして作り出
したパソコン機能搭載のファナック独自の表示ユニットを PANEL i と称する。この場合、インタフェース・
ボードは必要ない。この方法の場合、パソコンを構成する市販モジュールから、原理的には任意のモジュー
ルを組み合わせて、機械加工現場の厳しい作業条件に適したパソコン機能が搭載可能になる。例えば、高い


















最初から表示部、 制御部、 駆動部という３つのモジュールに分割されていたわけではない （Shibata,Yano and 







製品アーキテクチャに関する先行研究は多い（Baldwin and Clark,1997；Baldwin and Clark,2000; 
Langlois and Robertson ,1992； Robertson and Ulrich,1998； Ulrich ,1995; Sanchez and Mahoney,1996;藤本・
































易なことではない。ＩＢＭが 1964 年にシステム 360 のモジュール化を実現するに際して多くの困難に直面し

















































（Baldwin and Clark,2000） 。 UNIX は当初、ＤＥＣ社の PDP11 のために設計され、PDP11 の命令セットに

























































                                                        
5   補完性（Complementarity）とは、一方の存在が他方の存在事由になっているような関係をさす。例えば、コンピ
ュータのハードウエアとソフトウエアは補完的な関係にある。また、青木（1996）によれば、制度や仕組みには制度的





固有部分に作用することができる（Baldwin and Clark,2000） 。そして転用オペレータが作用したモジュール
は、そのシステム依存部分から切り離されて、つまり当該システムのデザイン・ルールを離れて、別のシス
テムのデザイン・ルールの中に組み込まれる。もちろんその場合、新たなシステム依存部とモジュール固有










1960 年代後半から 70 年代にかけて、ミニコンピュータいわゆるミニコンが出現した。それは国内外の各
社からいくつか発表されたが、たとえば、ＤＥＣ社の PDP-8や日立の HITAC-10 などがそれである。これら
のミニコンの標準的なサイズは、奥行きが数 100mm,  高さ 150 から 100mm の箱のなかに、ＣＰＵやメモリ
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